
回 答 書 

 

件 名 横浜市金沢産業振興センタークラブ棟給湯設備改修工事 

 

令和２年２月 19日 

質 問 内 容 

1.M-03、M-06～M-08、内訳書 P.6 

 ｼｬﾜｰ水栓の数量が器具表、平面図、内訳書で異なります。 

 ・器具表 … 男子 10個、女子 8個 計 18個 

 ・平面図 … 男子 6個、女子 4個 計 10個 

 ・内訳書 … 18個 

平面図を正と考えてよろしいでしょうか。 

 

【回答】 

ご理解のとおりです。 

図面と整合させた設計書を当財団ホームページ(入札公告第 11 号)に掲載しましたのでご参照く

ださい。 

 

2.M-08、内訳書 P.22、26 

 ｼｬﾜｰ室のﾀｲﾙから下の配管保温について 

 ・平面図 … 保温なし 化粧ｶﾊﾞｰ 給水、給湯共 

 ・内訳書 … ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ 屋内露出 合成樹脂製ｹｰｽ 

 となっていますが、鋼管用で保温材不要かつ浴室利用可能な化粧ｶﾊﾞｰ(合成樹脂製ｹｰｽ)が何を指

すのか不明です。 

 設計時の使用材料等、ご教示ください。 

 

【回答】 

 因幡電工社製の給水、給湯用配管カバー「リフォームダクト JD」を参考にしました。 

 

3.M-08、内訳書 P.22、26 

 ｼｬﾜｰ室のﾀｲﾙから下の配管保温について 

 内訳書に記載のﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝは保温材と考えられますが、平面図では保温しないとあり、矛盾してい

ます。 

 また、「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)平成 31年版」において、給湯管の保温の種別

にﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材はありません。 

 どのように考えるのか、ご教示ください。 

 

【回答】 

 質問２の回答のとおりです。 

 


